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10月10日（木）まで

１０月３１日（木）まで

①　源泉所得税および特別徴収住民税の納付（令和６年９月分）

②　法人の確定申告、納付、延納の届出（令和６年８月期分）
法人税・消費税・地方消費税・法人事業税（法人事業所税）・法人住
民税

③　申告期限延長承認法人の法人税確定申告
１カ月延長法人（令和６年７月期）
２カ月延長法人（令和６年６月期）
④　消費税・地方消費税の確定申告（１カ月ごと）（８月期）
⑤　消費税・地方消費税の確定申告（３カ月ごと）（２月、５月、８月、
　１１月期）
⑥　法人の中間申告（半期・２月期）
法人税・消費税・地方消費税・法人事業税・法人住民税

⑦　法人消費税の中間申告納付
直前期年税額４，８００万円超のとき　１カ月ごと（８月期を除く）
直前期年税額４００万円超のとき　3カ月ごと（２月、５月、１１月期）

①　源泉所得税には復興特別所得税の額を含む。

②～⑦　法人の事業年度（課税期間）の終了日は
各月末日とする。

④、⑤　消費税課税期間の短縮特例は適用後２年
間継続が要件である。

今月の税務
日　付 項　目 備考・コメント

新
リ
ー
ス
会
計
基
準
、公
表
議
決

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会　
　
計

去
る
９
月
３
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
、
第
５
３
２
回
企
業
会
計

基
準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

リ
ー
ス
の
会
計
基
準

前
回
（
２
０
２
４
年
９
月
10
日
号

（
№
１
７
２
０
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
参
照
）
に
引
き
続
き
、会
計
基
準
・

適
用
指
針
、
そ
の
他
の
基
準
等
の
改

正
の
文
案
等
の
審
議
が
行
わ
れ
、
出

席
委
員
全
員
の
賛
成
で
公
表
議
決
さ

れ
た
。
近
日
公
表
さ
れ
る
予
定
。

上
場
企
業
等
が
保
有
す
る
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
Ｖ
Ｃ
）
フ
ァ

ン
ド
の
出
資
持
分

第
２
２
４
回
金
融
商
品
専
門
委
員

会
（
２
０
２
４
年
９
月
10
日
号
（
№

１
７
２
０
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
金
融
商
品
実
務

指
針
の
改
正
案
等
の
検
討
が
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
特
段
の
意
見
は
聞
か
れ

ず
、
次
回
（
９
月
18
日
開
催
予
定
）

公
表
議
決
を
行
う
予
定
。

金
融
資
産
の
減
損

第
２
２
４
回
金
融
商
品
専
門
委
員

会
（
２
０
２
４
年
９
月
10
日
号
（
№

１
７
２
０
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、ス
テ
ッ
プ
４
（
信

用
リ
ス
ク
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
詳
細

な
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
金
融
機

関
に
適
用
さ
れ
る
会
計
基
準
の
開

発
）
を
採
用
す
る
金
融
機
関
の
債
権

単
位
で
の
信
用
リ
ス
ク
の
著
し
い
増

大
（
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
）
の
判
定
に
つ
い
て
、

主
に
次
の
項
目
の
検
討
が
さ
れ
た
。

⑴　
正
常
先
の
取
扱
い

事
務
局
案
と
し
て
次
の
３
つ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が
示
さ
れ
て
い
た
。

・
ア
プ
ロ
ー
チ
１
：
企
業
の
判
断
に

よ
り
正
常
先
を
「
①
優
良
格
付
」、

「
②
中
間
的
な
格
付
」、「
③
Ｓ
Ｉ
Ｃ

Ｒ
が
生
じ
て
い
る
と
み
な
す
格
付
」

の
３
区
分
に
分
類
し
、
債
務
者
単

位
で
債
権
等
を
各
区
分
に
紐
付
け

る
。
③
の
み
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
が
生
じ
て

い
る
と
み
な
す
が
、
債
務
者
単
位

で
前
期
末
に
お
い
て
「
中
間
的
な

格
付
」
に
分
類
さ
れ
て
い
た
場
合

に
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
が
生
じ
て
い
な

い
と
反
証
で
き
る
。

・
ア
プ
ロ
ー
チ
２
：
正
常
先
に
区
分

さ
れ
る
債
務
者
に
対
す
る
債
権
等

に
つ
い
て
、
一
律
に
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
が

生
じ
て
い
な
い
と
み
な
す
。

・
ア
プ
ロ
ー
チ
３
：
正
常
先
に
区
分

さ
れ
る
債
務
者
に
対
す
る
債
権
等

に
つ
い
て
、
常
に
全
期
間
の
予
想

信
用
損
失
に
等
し
い
額
で
測
定
す

る
。

こ
の
提
案
に
対
し
て
聞
か
れ
た
意

見
を
踏
ま
え
、
事
務
局
か
ら
次
の
再

提
案
が
示
さ
れ
た
。

・
正
常
先
の
取
扱
い
に
関
し
て
、
ア

プ
ロ
ー
チ
１
を
採
用
す
る
。

・
ア
プ
ロ
ー
チ
１
で
前
記
③
に
分
類

さ
れ
た
債
務
者
に
係
る
債
権
等
に

つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
、

Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
が
生
じ
て
い
な
い
と
反

証
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

ア　

債
務
者
単
位
で
前
期
末
に
お

い
て
「
中
間
的
な
格
付
」
に
分

類
さ
れ
て
い
た
場
合

イ　
債
務
者
単
位
で
前
期
末
に
お
い

て
「
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
が
生
じ
て
い
る
と

み
な
す
格
付
」
に
分
類
さ
れ
て
い

る
も
の
の
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
が
生
じ
て
い

な
い
と
反
証
し
た
場
合

ま
た
、
ア
プ
ロ
ー
チ
１
を
原
則
と

し
た
う
え
で
ア
プ
ロ
ー
チ
３
を
オ
プ

シ
ョ
ン
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
委

員
へ
意
見
が
求
め
ら
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、
ア
プ
ロ
ー
チ
１
の

再
提
案
に
つ
い
て
、
賛
成
意
見
が
多

く
聞
か
れ
、
ア
プ
ロ
ー
チ
３
を
オ
プ

シ
ョ
ン
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
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会
計・監
査・開
示

〝
来
し
方
行
く
末
〟

上
場
企
業
に
対
す
る
規
制
等
②
―
９

～
金
融
商
品
取
引
法（
業
者
の
行
為
規
制
⑵
）～

公
認
会
計
士 

市
川　

育
義

資
本
市
場
の
高
度
化
に
向
け
た
取

組
み
と
し
て
は
、
家
計
が
安
心
し
て

金
融
商
品
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
さ
ら

に
家
計
部
門
全
体
の
利
益
の
観
点
か

ら
、
魅
力
的
な
金
融
商
品
を
家
計
の

み
な
ら
ず
、
家
計
の
年
金
資
産
を
預

か
る
企
業
年
金
・
個
人
年
金
も
選
択

で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備
等
が
欠
か

せ
な
い
と
い
え
る
。

「
新
し
い
資
本
主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画
（
２
０
２
４

年
改
訂
版
）」（
２
０
２
４
年
６
月
21
日
）

（
以
下
、「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０

２
４
」
と
い
う
）
に
お
い
て
は
、
年
金

や
保
険
、
投
資
信
託
等
を
通
じ
て
家

計
金
融
資
産
等
の
運
用
を
担
う
資
産

運
用
業
に
つ
い
て
、「
資
産
運
用
業
の

改
革
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
世
界
の
資
産
運
用
会

社
と
質
・
量
と
も
に
伍
し
て
い
け
る

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
育
成
を
目
指
す
た
め
、

次
の
取
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

①　
競
争
力
強
化
や
ガ
バ
ナ
ン
ス

改
善・体
制
強
化

ま
ず
は
、
資
産
運
用
ビ
ジ
ネ
ス
の

経
営
戦
略
上
の
位
置
づ
け
を
明
確
に

し
、
運
用
力
向
上
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
改

善
・
体
制
強
化
を
図
る
た
め
の
プ
ラ

ン
の
策
定
・
公
表
を
要
請
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
主
に
大
手
金
融
機
関
グ
ル
ー

プ
に
お
け
る
、
顧
客
利
益
よ
り
も
販

売
促
進
を
優
先
し
た
金
融
商
品
の
組

成
・
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
の
懸
念
を
払
し
ょ
く
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
資
産
運
用
業
に
対
す
る
金

融
庁
の
監
督
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、

銀
行
・
保
険
・
証
券
の
監
督
担
当
課

に
並
ぶ
資
産
運
用
担
当
部
署
を
設
置

す
る
こ
と
や
監
督
指
針
の
改
正
を
行

う
ほ
か
、
日
本
投
資
顧
問
業
協
会
と

投
資
信
託
協
会
の
統
合
に
向
け
た
検

討
を
後
押
し
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
資
産
運
用
業
が
金
融
業
に

お
け
る
第
４
の
柱
と
な
る
よ
う
業
界

の
発
展
を
継
続
し
て
推
進
す
る
も
の

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
資
産
運
用
会
社
自
身
と

し
て
、
個
別
商
品
ご
と
に
品
質
管
理

を
行
う
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
確
立
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
プ
ロ
ダ
ク
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
し

て
、
た
と
え
ば
、
商
品
の
組
成
に
お

け
る
想
定
顧
客
は
明
確
で
あ
る
の
か
、

期
待
リ
タ
ー
ン
が
コ
ス
ト
や
リ
ス
ク
と

見
合
っ
て
い
る
の
か
、
顧
客
に
対
し
て

わ
か
り
や
す
い
情
報
を
提
供
し
て
い
る

の
か
な
ど
の
検
証
等
の
品
質
管
理
の

確
立
が
必
要
と
な
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
を
後
押
し
す
る
た

め
、
本
年
度
中
を
目
途
に
「
顧
客
本

位
の
業
務
運
営
に
関
す
る
原
則
」
を

改
訂
し
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

関
す
る
記
載
を
盛
り
込
む
こ
と
と
し

て
い
る
。

②　
国
内
外
か
ら
の
新
規
参
入
と

競
争
の
促
進

日
本
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
慣
行
や
参

入
障
壁
を
是
正
す
る
と
と
も
に
、「
金

融
・
資
産
運
用
特
区
」
等
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
参
入
障
壁
の
是
正
に

つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
投
資
信
託

の
基
準
価
額
を
委
託
会
社
（
資
産
運

用
会
社
）
と
受
託
会
社
（
信
託
銀
行
）

が
二
重
に
日
々
計
算
し
、
照
合
す
る

慣
行
を
是
正
す
る
た
め
、
一者
計
算
の

普
及
を
促
す
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
資
産
運
用
会
社
が
販
売
会

社
と
投
資
信
託
の
情
報
を
や
り
取
り

す
る
公
販
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、

シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
に
対
し
互
換
性
を

確
保
す
る
よ
う
促
す
こ
と
と
し
て
い

る
。

＊　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
４
で

は
「
企
業
年
金
・
個
人
年
金
の
改
革
」

や
「
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
改

革
」
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
真

に
家
計
部
門
の
利
益
に
踏
み
込
ん
だ

実
効
性
の
あ
る
改
革
に
取
り
組
む
と

し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
次
回
説
明
す

る
こ
と
と
す
る
。

異
論
が
多
く
聞
か
れ
た
。

⑵　
予
想
信
用
損
失
の
見
積
期
間 

予
想
信
用
損
失
の
見
積
期
間
に
つ

い
て
、現
行
の
「
１
―
３
年
ル
ー
ル
」

の
よ
う
な
簡
便
法
の
検
討
を
求
め
る

意
見
に
対
し
、
事
務
局
か
ら
、
会
計

基
準
に
「
１
―
３
年
ル
ー
ル
」
は
取

り
入
れ
ず
、
ス
テ
ッ
プ
４
で
、
そ
の

他
要
注
意
先
お
よ
び
要
管
理
先
に
対

す
る
債
権
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

区
分
の
単
位
で
、
リ
ス
ク
特
性
が
類

似
し
た
金
融
資
産
の
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
契
約
の
実
態
に
応
じ
た
平
均
残
存

期
間
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
す
る
等
の
再
提
案
が
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
「『
リ
ス
ク
特
性
が
類

似
し
た
金
融
資
産
の
グ
ル
ー
プ
』
の

用
語
が
日
本
基
準
で
は
聞
き
な
れ
ず

検
討
を
」
と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

⑶　
貸
倒
実
績
率
の
利
活
用 

現
行
の
引
当
金
算
定
手
法
で
使
わ

れ
て
い
る
貸
倒
実
績
率
の
活
用
の
検

討
を
求
め
る
意
見
が
聞
か
れ
て
い
た
。

事
務
局
か
ら
、
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
の
判
定

に
お
け
る
閾
値
と
し
て
利
活
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て
提
案
は
せ
ず
、
引
当

金
の
金
額
の
算
定
に
関
し
て
、
過
去

の
貸
倒
実
績
率
に
将
来
予
想
情
報
等

の
調
整
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

貸
倒
実
績
率
を
利
活
用
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
と
の
提
案
が
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、
特
段
の
意
見
は
聞

か
れ
な
か
っ
た
。

バ
ー
チ
ャ
ル
Ｐ
Ｐ
Ａ
に
係
る
会
計
上
の

取
扱
い
の
審
議
、開
始
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、実
務
対
応
専
門
委

会　
　
計

去
る
９
月
４
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
、
第
１
６
１
回
実
務
対
応

専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

企
業
会
計
基
準
諮
問
会
議
か
ら
Ａ

Ｓ
Ｂ
Ｊ
の
新
規
テ
ー
マ
と
し
て
提
言

さ
れ
た
バ
ー
チ
ャ
ル
Ｐ
Ｐ
Ａ
（
電
力

購
入
契
約
の
一
種
）
の
会
計
処
理

に
つ
い
て
、
第
５
３
１
回
親
委
員

会
（
２
０
２
４
年
９
月
10
日
号
（
№

１
７
２
０
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
で
新
規
テ
ー
マ
と
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
審
議
さ
れ
た
も
の
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

企
業
会
計
基
準
諮
問
会
議
か
ら
受

け
た
提
言
の
内
容

第
49
回
企
業
会
計
基
準
諮
問
会

議
（
２
０
２
３
年
12
月
10
日
号
（
№

１
６
９
６
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
お
い
て
、
日
本
公
認
会
計
士

協
会
よ
り
、
環
境
意
識
の
高
ま
り
と
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と
も
に
今
後
、
取
引
の
拡
大
が
見
込

ま
れ
る
バ
ー
チ
ャ
ル
Ｐ
Ｐ
Ａ
の
会
計

処
理
の
明
確
化
が
提
案
さ
れ
た
。
こ

れ
を
受
け
た
テ
ー
マ
評
価
の
結
果
、

「
優
先
度
の
高
い
論
点
に
範
囲
を
限

定
す
る
（
ア
プ
ロ
ー
チ
１
）」
と
、「
範

囲
を
限
定
せ
ず
国
際
的
な
整
合
性
も

考
慮
し
て
検
討
を
行
う
（
ア
プ
ロ
ー

チ
２
）」
が
検
討
さ
れ
、
次
の
と
お

り
報
告
さ
れ
た
。

・
現
在
わ
が
国
に
お
い
て
行
わ
れ
て

い
る
バ
ー
チ
ャ
ル
Ｐ
Ｐ
Ａ
の
一
般

的
な
取
引
形
態
で
用
い
ら
れ
る
差

金
決
済
の
基
礎
と
な
る
発
電
量
の

条
件
や
、
需
要
家
が
取
得
す
る
非

化
石
証
書
の
性
質
等
に
基
づ
き
、

バ
ー
チ
ャ
ル
Ｐ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
需

要
家
の
観
点
か
ら
優
先
度
の
高
い

論
点
に
範
囲
（
会
計
処
理
単
位
や

時
価
評
価
の
要
否
）
を
限
定
し
て

会
計
処
理
を
検
討
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
１
に
つ
い
て
は
、
実
務
対
応
レ

ベ
ル
の
新
規
テ
ー
マ
と
し
て
取
り

上
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

・
ア
プ
ロ
ー
チ
１
は
、
現
状
の
取
扱

い
を
考
慮
し
て
ニ
ー
ズ
の
高
い
領

域
に
つ
い
て
当
面
の
取
扱
い
を
定

め
る
。

以
上
か
ら
、
ア
プ
ロ
ー
チ
１
に

よ
っ
て
審
議
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
範
囲

事
務
局
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

範
囲
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
た
。

⑴　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
と
す

る
契
約
は
、
発
電
事
業
者
か
ら
需

要
家
に
電
力
の
取
引
を
伴
わ
ず
に

非
化
石
証
書
を
移
転
す
る
契
約
の

う
ち
、
次
の
特
徴
を
満
た
す
も
の

と
す
る
。

①　

契
約
で
指
定
さ
れ
た
発
電
設

備
の
発
電
量
に
相
当
す
る
量
の

非
化
石
証
書
が
需
要
家
へ
移
転

す
る
。

②　
長
期
契
約
で
あ
る
。

③　

発
電
事
業
者
と
需
要
家
の
相

対
の
契
約
で
あ
る
。

⑵　
前
記
⑴
の
契
約
は
、
取
引
の
対

価
が
変
動
価
格
と
な
る
契
約
の
ほ

か
固
定
価
格
と
な
る
契
約
も
含
む
。

⑶　
前
記
⑴
の
契
約
に
お
け
る
需
要

家
の
取
扱
い
を
定
め
る
。

⑷　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
と
す

る
契
約
の
範
囲
は
、
需
要
家
に
よ

り
非
化
石
証
書
の
転
売
が
想
定
さ

れ
な
い
取
引
で
あ
り
、
次
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

①　

需
要
家
は
非
化
石
証
書
を
転

売
目
的
で
は
な
く
、
自
己
使
用

目
的
（
別
途
調
達
す
る
再
生
可

能
電
力
で
は
な
い
電
力
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
実
質
的
に

再
生
可
能
電
力
を
調
達
し
た
の

と
同
じ
効
果
を
得
る
目
的
）
で

取
得
す
る
。

②　

需
要
家
は
想
定
す
る
自
社
の

電
力
の
消
費
量
の
範
囲
で
非
化

石
証
書
を
購
入
す
る
契
約
を
締

結
す
る
。

＊

専
門
委
員
か
ら
の
「
小
売
電
気
事

ス
テ
ッ
プ
４
採
用
の
金
融
機
関
か
ら
の

意
見
へ
の
対
応
、議
論
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、金
融
商
品
専
門
委

会　
　
計

業
者
な
ど
の
仲
介
業
者
を
間
に
挟
む

ケ
ー
ス
は
ど
う
考
え
る
か
」
と
い
う

質
問
に
、
事
務
局
か
ら
「
仲
介
業
者

を
挟
む
場
合
に
お
い
て
も
、
電
力
と

非
化
石
証
書
が
セ
ッ
ト
で
需
要
家
に

移
転
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
一
般
的

で
あ
る
と
考
え
る
」
と
の
回
答
が
さ

れ
た
。

去
る
９
月
10
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
、
第
２
２
５
回
金
融
商
品

専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

前
回
（
２
０
２
４
年
９
月
10
日
号

（
№
１
７
２
０
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
参
照
）
に
引
き
続
き
、
金
融
資
産

の
減
損
に
関
し
て
、ス
テ
ッ
プ
４（
信

用
リ
ス
ク
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
詳
細

な
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
金
融
機

関
に
適
用
さ
れ
る
会
計
基
準
の
開

発
）
を
採
用
す
る
金
融
機
関
の
代
表

者
へ
の
意
見
聴
取
で
聞
か
れ
た
意
見

へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
審
議
が
行
わ

れ
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

複
数
シ
ナ
リ
オ
の
考
慮
を
含
め
た

結
果
の
確
率
加
重

事
務
局
か
ら
、
実
務
負
担
に
配
慮

す
る
観
点
か
ら
、「
最
も
可
能
性
が

高
い
中
心
と
な
る
将
来
予
測
シ
ナ
リ

オ
と
他
の
将
来
予
測
シ
ナ
リ
オ
の
発

生
確
率
が
正
規
分
布
で
近
似
で
き
る

関
係
に
あ
り
、
関
連
す
る
信
用
損
失

の
間
に
線
形
の
関
係
が
あ
る
と
予
想

さ
れ
る
と
み
な
し
、
最
も
可
能
性
が

高
い
中
心
と
な
る
将
来
予
測
シ
ナ
リ

オ
（
予
想
信
用
損
失
が
発
生
す
る
こ

と
を
前
提
と
す
る
）
の
み
を
考
慮
す

る
こ
と
を
認
め
る
」
等
の
提
案
が
さ

れ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
、
提
案
に
賛
同
す
る

意
見
の
ほ
か
、
将
来
予
測
シ
ナ
リ
オ

に
お
け
る
損
失
率
や
予
想
信
用
損
失

の
推
計
に
は
、
実
務
上
の
課
題
が
多

い
た
め
、
補
足
文
書
等
で
具
体
的
な

考
え
方
や
参
考
事
例
を
示
し
て
ほ
し

い
と
の
意
見
が
聞
か
れ
て
い
た
。

事
務
局
か
ら
、
補
足
文
書
の
文
案

検
討
時
に
、
将
来
予
測
シ
ナ
リ
オ
に

お
け
る
将
来
予
測
の
考
慮
方
法
に
つ

い
て
ど
の
程
度
示
す
こ
と
が
で
き
る

か
議
論
す
る
と
の
対
応
案
が
示
さ
れ

た
。実

効
金
利
法

債
権
に
お
け
る
予
想
信
用
損
失
の

算
定
お
よ
び
償
却
原
価
の
算
定
の
い

ず
れ
に
お
い
て
も
、
実
効
金
利
に
代

え
て
約
定
金
利
を
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
オ
プ
シ
ョ
ン
を
設
け
る
と
の
事

務
局
案
に
対
し
て
、
賛
同
す
る
意
見

の
ほ
か
、
引
当
に
お
け
る
貨
幣
の
時

間
価
値
の
考
慮
は
現
行
に
な
い
概
念

で
実
務
対
応
が
不
明
と
の
意
見
が
聞

か
れ
て
い
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
現
行
の
金
融
商

品
会
計
基
準
等
で
は
、
定
め
は
置
か

れ
て
い
な
い
が
概
念
自
体
は
明
確
な

も
の
で
あ
る
と
の
分
析
が
さ
れ
、
追

加
の
対
応
は
不
要
と
の
対
応
案
が
示

さ
れ
た
。

そ
の
他

⑴　
実
務
へ
の
配
慮

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
「
金
融
商
品
」
の

定
め
を
取
り
入
れ
る
提
案
を
し
て
い

る
次
の
項
目
に
つ
い
て
、
ス
テ
ッ
プ

４
で
実
務
に
配
慮
し
た
検
討
を
要
望

す
る
意
見
が
聞
か
れ
て
い
た
。

①　
直
接
償
却
の
取
扱
い
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②　
金
融
保
証
契
約
へ
の
引
当

③　
ロ
ー
ン
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の

引
当

①
で
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
を
取
り

入
れ
て
も
、
企
業
の
判
断
に
よ
っ
て

は
、
現
行
実
務
や
方
針
が
大
き
く
変

わ
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
②

③
で
は
、
現
行
の
実
務
で
貸
付
金
と

同
様
の
信
用
リ
ス
ク
管
理
お
よ
び
貸

倒
引
当
金
の
計
上
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
行
実
務
に
大
き
な
差

異
は
な
い
と
の
分
析
が
示
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、事
務
局
よ
り
、ス
テ
ッ

プ
４
に
お
い
て
、
ス
テ
ッ
プ
２
、３

と
異
な
る
定
め
を
設
け
る
必
要
は
な

い
と
す
る
対
応
案
が
示
さ
れ
た
。

専
門
委
員
か
ら
、「
③
の
ロ
ー
ン
・

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
影
響
が
大
き

い
。
慎
重
に
検
討
を
」
と
の
意
見
が

聞
か
れ
た
。

⑵　
引
当
金
の
考
え
方

債
務
者
の
破
綻
等
に
よ
る
最
終
的

な
会
計
上
の
貸
出
金
の
毀
損
に
対
し

て
引
当
金
を
計
上
す
る
現
行
の
考
え

方
は
変
わ
ら
な
い
理
解
で
よ
い
か
と

の
意
見
が
聞
か
れ
、
ス
テ
ッ
プ
２
と

同
様
、
ス
テ
ッ
プ
４
に
お
い
て
も
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
の
信
用
損
失
の
定
義
を

取
り
入
れ
る
と
の
分
析
が
示
さ
れ

た
。

産
業
横
断
的
指
標
等
の
検
討
、進
む

─
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会　
　
計

去
る
９
月
５
日
、
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
は
第

38
回
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
委
員

会
を
開
催
し
た
。

３
月
29
日
に
公
表
さ
れ
た
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
開
示
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
基

準
お
よ
び
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
開
示

テ
ー
マ
別
基
準
の
公
開
草
案（
以
下
、

あ
わ
せ
て
「
本
公
開
草
案
」
と
い
う
）

に
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
へ
の
対
応

案
に
つ
い
て
、
審
議
が
行
わ
れ
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

用
語
の
修
正

本
公
開
草
案
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
基

準
に
お
け
る
「am
ount
」
と
い
う

用
語
に
対
し
、「
金
額
」
と
い
う
訳

語
を
用
い
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ 

Ｓ
２

号
「
気
候
関
連
開
示
」
の
付
属
ガ
イ

ダ
ン
ス
で
は
、
気
候
関
連
の
機
会
に

関
す
る
指
標
の
例
と
し
て
「
件
数
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ

Ｂ
基
準
の
「am

ount

」
は
必
ず
し

も
「
金
額
」
の
み
を
想
定
し
た
も
の

で
は
な
い
の
で
は
と
い
う
コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
た
。

事
務
局
は
、「
開
示
さ
れ
る
情
報

は
金
額
で
あ
る
こ
と
が
多
い
と
考
え

ら
れ
る
も
の
の
、
金
額
以
外
も
排
除

し
な
い
た
め
に
、『
数
値
』に
修
正
し
、

修
正
の
理
由
を
結
論
の
背
景
に
加
え

る
の
は
ど
う
か
」
と
回
答
し
た
。

委
員
か
ら
は
お
お
む
ね
賛
意
が
聞

か
れ
た
た
め
、
事
務
局
は
、「
い
っ

た
ん
、『
数
値
』
と
す
る
」
と
し
た
。

産
業
横
断
的
指
標
等
（
気
候
関
連

の
リ
ス
ク
お
よ
び
機
会
）

本
公
開
草
案
で
は
、
気
候
関
連
の

リ
ス
ク
お
よ
び
機
会
に
関
す
る
産
業

横
断
的
指
標
等
に
関
連
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｓ

Ｂ
基
準
を
一
部
除
い
た
形
で
取
り
入

れ
た
う
え
で
、「
金
額
及
び
パ
ー
セ

ン
テ
ー
ジ
」
だ
け
で
は
な
く
、「
規

模
に
関
す
る
情
報
」
も
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
る
オ
プ
シ
ョ
ン
を
独
自
に

加
え
た
。

こ
れ
に
対
し
、
選
択
肢
の
追
加
へ

の
反
対
意
見
や
、文
中
の
「
脆
弱
な
」

や
「
整
合
す
る
」
の
定
義
が
明
ら
か

で
は
な
い
と
し
て
要
求
事
項
の
明
確

化
を
求
め
る
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

た
。事

務
局
は
、
開
示
項
目
を
満
た
す

情
報
開
示
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
た
め
、
公
開
草
案
を
変

更
し
な
い
旨
を
提
案
し
た
。
ま
た
、

要
求
事
項
の
明
確
化
に
関
し
て
は
、

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
基
準
自
体
が
明
確
で
は
な

い
た
め
、
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
基
準
に
お
い
て

も
明
確
化
せ
ず
、
企
業
の
判
断
に
委

ね
る
と
し
、
企
業
が
ど
の
よ
う
に

解
釈
し
た
か
の
開
示
を
求
め
る
と
し

た
。委

員
か
ら
は
、「
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
基
準

に
な
い
『
企
業
の
解
釈
に
委
ね
て
開

示
す
る
』
こ
と
を
あ
え
て
基
準
に
明

記
し
な
く
て
も
い
い
の
で
は
」
な
ど

の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

事
務
局
は
、「
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
基
準
が

明
確
で
は
な
い
以
上
、
結
果
的
に
企

業
の
判
断
で
や
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
開
示
し
た
指
標
が
独
り
歩
き
し

て
利
用
者
を
ミ
ス
リ
ー
ド
す
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
に
も
、
は
じ
め
か
ら
明

記
す
る
」
と
回
答
し
た
。

産
業
横
断
的
指
標
等
（
資
本
投
下
）

本
公
開
草
案
で
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ　

Ｓ
２
号
と
同
様
に
気
候
関
連
の
リ
ス

ク
お
よ
び
機
会
に
投
下
さ
れ
た
資
本

的
支
出
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
ま
た
は
投

資
の
金
額
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い

る
。こ

れ
に
対
し
、「
産
業
特
性
な
ど

に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
こ
と
か

ら
、
産
業
横
断
的
指
標
等
と
し
て
開

示
す
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
り
、
企

業
間
比
較
の
た
め
の
情
報
と
し
て
の

有
用
性
も
乏
し
い
」
な
ど
の
意
見
も

寄
せ
ら
れ
た
。

事
務
局
は
、
当
該
開
示
を
取
り
入

れ
な
い
と
し
た
場
合
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
基

準
と
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
基
準
と
の
間
の
明
確

な
差
異
と
な
る
た
め
、
公
開
草
案
を

維
持
す
る
旨
を
回
答
し
た
。

委
員
か
ら
は
反
対
意
見
は
聞
か
れ

な
か
っ
た
。

産
業
横
断
的
指
標
等
（
報
酬
）

本
公
開
草
案
で
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ 

Ｓ
２
号
の
定
め
を
そ
の
ま
ま
取
り
入

れ
た
う
え
で
、
報
酬
に
つ
い
て
、
気

候
関
連
の
評
価
項
目
に
係
る
部
分
と

そ
の
他
の
評
価
項
目
と
を
区
別
し
て

識
別
で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の
旨
を

開
示
し
た
う
え
で
、
気
候
関
連
の
評

価
項
目
を
含
む
評
価
項
目
全
体
に
つ

い
て
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し

て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、「
気
候
関
連
の
評

価
と
そ
の
他
の
評
価
項
目
が
結
び
つ

い
て
い
る
部
分
の
割
合
は
免
除
に
で

き
な
い
か
」
と
い
う
意
見
や
、
追
加

的
な
措
置
に
よ
っ
て
「
役
員
報
酬
の

評
価
項
目
に
気
候
関
連
の
評
価
項
目

を
反
映
す
る
こ
と
を
遅
ら
せ
る
た
め

に
、
当
該
定
め
を
濫
用
す
る
企
業
が

現
れ
る
こ
と
を
懸
念
す
る
」
と
の
意

見
も
聞
か
れ
た
。

事
務
局
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
基
準
を
そ

の
ま
ま
取
り
入
れ
て
は
対
処
で
き
な

い
企
業
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
公
開
草
案
を
維
持
す
る
考
え

を
示
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
異
論
は
聞
か
れ
な

か
っ
た
。
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特集
適用済・決定会社279社の対応を調査

IFRS任意適用企業の
開示分析

2024年６月末現在、IFRS会計基準の適用済・適用決定会社は、昨年同時期に比べて11
社増加し、279社となった。本特集では、このうち有価証券報告書または、「上場申請のた
めの有価証券報告書（Ⅰの部）」を提出した企業を中心に開示内容を分析し、解説する。
IFRS任意適用企業の数は引き続き増加しており、今後の適用に向けた検討や実務の一
環としてご活用いただければ幸いである。

この1年で新たに24社が適用

新規任意適用企業の一覧と
初度適用時の開示パターン
リース、収益認識、BEPS２.０など

注記情報の開示分析
当期利益・純資産は減少傾向

調整表に関する開示分析

第
１
章

第
２
章

第
３
章

有限責任監査法人トーマツ　公認会計士

有限責任監査法人トーマツ　公認会計士

有限責任監査法人トーマツ　公認会計士

有限責任監査法人トーマツ　公認会計士

有限責任監査法人トーマツ

有限責任監査法人トーマツ　米国公認会計士・公認内部監査人

松澤　　伸
柏村　俊夫
杉﨑　　聡
葛西　哲也
竹内　夏央
荻野ななみ

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2024年
9月5日

四半期開示の見直し後の四半期
決算短信の開示動向 東証

2024年4月1日施行の四半期開示の見直し後の制度に基づき開示さ
れた2025年3月期の第1四半期および2024年9月期の第3四半期決
算短信について、見直し後の開示動向を取りまとめて公表したもの。
開示所要日数は全体で前年同四半期比＋0.4日である37.0日、任意レ
ビュー実施企業は全体の23.7％、CF計算書を開示した企業は1割台
半ば、といった開示動向の分析結果が紹介されている。
https://www.jpx.co.jp/equities/improvements/quarterly-
disclosure/cg27su0000006epy-att/mklp77000000g4ab.pdf

―

米
８
月
雇
用
統
計
と
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
利
下
げ

判
断

金　
　
融

米
大
統
領
選
挙
は
政
策
論
争
が
焦
点
に

証　
　
券

米
国
労
働
省
は
９
月
６
日
、
８

月
の
雇
用
統
計
を
発
表
し
た
。
非

農
業
部
門
の
雇
用
者
数
は
前
月
比

14
万
２
、０
０
０
人
の
増
加
、
失
業

率
は
４
・
２
％
だ
っ
た
。
労
働
市
場
は

依
然
と
し
て
堅
調
で
は
あ
る
が
、
成

長
の
ペ
ー
ス
は
や
や
鈍
化
し
て
い
る
。

８
月
の
雇
用
者
数
の
伸
び
は
、

20
万
２
、０
０
０
人
増
だ
っ
た
過
去

12
カ
月
の
平
均
雇
用
者
数
や
、
市

場
予
想
の
水
準
を
下
回
っ
た
。
こ
の

た
め
、
雇
用
拡
大
の
勢
い
が
弱
ま
っ

て
い
る
と
の
懸
念
が
広
が
っ
て
い

る
。
製
造
業
で
は
特
に
弱
さ
が
み
ら

れ
、
耐
久
財
関
連
の
分
野
を
中
心
に

２
万
４
、０
０
０
人
の
雇
用
減
少
が
生

じ
た
。
一
方
で
、
賃
金
の
上
昇
は
続
い

て
お
り
、
８
月
の
平
均
時
給
は
前
年

同
月
比
で
３
・
８
％
上
昇
し
て
い
る
。

特
に
サ
ー
ビ
ス
業
や
小
売
業
で
賃
金

上
昇
が
顕
著
で
あ
り
、
全
体
の
上
昇

に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
。
賃

金
上
昇
は
、
労
働
市
場
が
引
き
続
き

強
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
イ

ン
フ
レ
圧
力
を
緩
和
す
る
た
め
に
は
、

ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
予
測
さ
れ
る
。

米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ

Ｂ
）
は
賃
金
イ
ン
フ
レ
が
今
後
の
政

策
判
断
に
お
い
て
重
要
な
要
素
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
９
月
17
日
、
18
日

の
米
連
邦
公
開
市
場
委
員
会
（
Ｆ
Ｏ

Ｍ
Ｃ
）
で
は
、
利
下
げ
が
ほ
ぼ
確
実

視
さ
れ
て
い
る
が
、
雇
用
者
数
の
伸

び
が
予
想
を
下
回
っ
た
た
め
、
一
部

の
市
場
参
加
者
は
０
・
５
％
の
利
下
げ

を
予
測
し
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｆ
Ｒ

Ｂ
が
景
気
後
退
の
懸
念
を
抱
え
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
経
済
の
基
盤
が

依
然
と
し
て
堅
調
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

利
下
げ
幅
は
０
・
２
５
％
に
と
ど
ま
る

と
い
う
見
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
Ｆ

Ｒ
Ｂ
は
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
政
策
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
、
急
激
な
緩
和

策
が
イ
ン
フ
レ
を
再
燃
さ
せ
る
リ
ス

ク
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

パ
ウ
エ
ル
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
は
８
月
23

日
の
ス
ピ
ー
チ
で
、
イ
ン
フ
レ
率
が

大
幅
に
低
下
し
、
持
続
的
に
目
標
の

２
％
に
向
か
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。

こ
れ
が
金
融
政
策
の
大
き
な
方
向
性

を
決
定
す
る
要
因
と
な
る
。
賃
金
上

昇
に
対
す
る
懸
念
は
残
っ
て
い
る
も

の
の
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
イ
ン
フ
レ
抑
制
に

成
功
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｆ
Ｒ

Ｂ
は
イ
ン
フ
レ
再
燃
を
防
ぎ
な
が
ら

も
急
激
な
利
下
げ
を
避
け
、
慎
重
な

金
融
緩
和
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

米
国
の
大
統
領
選
挙
が
迫
っ
て
き

た
。
与
党
民
主
党
の
大
統
領
候
補
者

は
ハ
リ
ス
副
大
統
領
、
野
党
共
和
党

の
候
補
者
は
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
と

い
う
異
色
の
対
決
だ
。

ど
ち
ら
の
候
補
者
が
勝
っ
て
も
、

世
界
の
リ
ー
ダ
ー
国
家
で
あ
る
米
国

を
上
手
に
導
く
と
と
も
に
、
世
界
が

当
面
す
る
難
題
の
解
消
に
尽
力
す
る

こ
と
を
、
米
国
以
外
の
国
々
は
期
待

し
て
見
守
っ
て
い
る
。

ま
ず
着
手
し
て
ほ
し
い
の
は
、
長

期
化
し
つ
つ
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
パ

レ
ス
チ
ナ
の
戦
火
を
止
め
る
こ
と

だ
。特
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
当
選
し
て
、

戦
争
を
止
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て

こ
そ
、
氏
の
愛
用
す
る
「
ア
メ
リ
カ

を
再
び
偉
大
な
国
に
！
」
と
い
う
言

葉
は
現
実
の
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

両
候
補
と
も
中
間
層
・
基
幹
労
働

者
層
の
復
活
・
拡
大
を
唱
え
、
米
国

社
会
の
分
裂
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け

る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
社
会
階

層
の
二
極
化
は
先
進
国
共
通
の
悩
み

で
あ
り
、
そ
の
縮
小
・
解
消
に
米
国

が
先
頭
に
立
っ
て
模
範
的
対
策
を
示

し
て
く
れ
る
と
、
各
国
は
大
い
に
感

謝
す
る
だ
ろ
う
。

た
だ
、
中
間
層
復
活
の
手
段
と
し

て
保
護
貿
易
の
強
化
、
関
税
率
ア
ッ

プ
な
ど
を
両
陣
営
が
共
通
し
て
掲
げ

て
い
る
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。
折

か
ら
、
貿
易
で
は
な
く
資
本
取
引
の

話
だ
が
、
日
本
製
鉄
㈱
に
よ
る
Ｕ
Ｓ

ス
チ
ー
ル
の
買
収
と
い
う
大
き
な
問

題
に
対
し
、
両
候
補
と
も
反
対
を
表

明
し
て
い
る
。

株
式
市
場
に
と
っ
て
、
保
護
貿
易

や
関
税
は
、
一
般
的
に
株
価
に
ど
う

影
響
す
る
か
、
難
し
い
問
題
だ
。
し

か
し
、
ハ
リ
ス
氏
の
富
裕
層
へ
の
課

税
強
化
、
法
人
税
の
増
税
（
昔
の
水

準
に
戻
す
）
な
ど
の
主
張
、
ト
ラ
ン

プ
氏
の
さ
ら
な
る
法
人
税
の
減
税
と

い
う
主
張
は
、
株
式
市
場
に
大
き
く

影
響
す
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
も
し
、

両
者
の
主
張
が
変
わ
ら
ぬ
ま
ま
、
ト

ラ
ン
プ
氏
当
選
と
な
れ
ば
、
株
式
市

場
で
は
、
株
価
上
昇
と
な
る
公
算
が

大
き
い
。

し
か
し
、
政
策
論
争
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
あ
る
。
減
税
問
題
も
巨
額

化
す
る
財
政
赤
字
と
絡
ん
で
、
長
期

金
利
上
昇
と
い
っ
た
展
開
に
な
り
、

ま
た
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ

Ｒ
Ｂ
）
の
か
じ
取
り
が
脚
光
を
浴
び

る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま

だ
事
態
は
流
動
的
で
あ
る
。


